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島の多い都道府県

1 長崎県 971 島
2 鹿児島県 605 島
3 北海道 508 島
4 島根県 369 島
5 沖縄県 362 島
6 東京都 330 島
7 宮城県 311 島

都道府県名 順位

長 崎 県 1 

沖 縄 県 2 

愛 媛 県 3 

鹿児島県 4 28  8.89 

40  12.70 

32  10.16 

(島) (％)

55  17.46 

有人離島数 全国シェア

離島振興法等に基づく指定離島のう
ち，平成20年4月1日現在の住民基本
台帳で住民登録がなされている島

310島

7 宮城県 311 島
8 岩手県 286 島
9 愛媛県 270 島
10 和歌山県 253 島

・
・

16 広島県 142島
広島県の人口：287万3,737人
離島 の人口： 14万8,000人(5.2%)

鹿児島県 4 

山 口 県 5 

香 川 県 5 
岡 山 県 7 

広 島 県 8 

東 京 都 9 

宮 城 県 10 9  2.86 

14  4.44 

13  4.13 

22  6.98 
15  4.76 

28  8.89 

22  6.98 
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離島人口

全国人口

出典）

国土交通省
離島振興課

昭和35年 平成17年 増減率

離島人口 92万人 43万人 -53%
全国人口 9430万人 12777万人 +35%

離 島 過疎地域 全 国

人口減少（H12→H17） -8.2% -5.4% +0.7%
高齢化率（H17） 33.0% 30.2% 20.1%
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大崎上島町
竹原市から南に約8km
面積 43.30km²
人口 8,186人
人口密度 189人/km²



・フェリーの便数 平均 往復7～10便
（本土側だけ）
大崎上島：竹原 －白水・垂水 合わせると往復32便

安芸津－大西 往復16便

・終便 ほかの島では、19時が最終も多くある。
大崎上島：21:05（島発）、21:30（竹原発）

フェリー交通（全国と大崎上島 比較）

・運賃の平均（フェリー・旅客船ガイド）

大崎上島は運航時間が 30分（7.8km）なので、換算すると
旅客は 346円（現状： 340円）
車両は 2,178円（現状：2,560円）

距離 時間 料金

旅客 11.7km 42.7分 493円
車両（4～5m） 11.7km 42.7分 3100円
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大崎上島町の人口の変化

40.1%
減

65歳以上
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高齢化率は
2倍に増加
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O社の売り上げ（ H14年からH19年にかけて）

10%減少

2040年
4465人



他島の架橋の影響

H20年11月 呉－大崎下島間 開通

出典）広島県
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架橋に伴い、大崎下島の交通が連絡橋に移行
→ H20年移行、O社の売上1割以上の減



研究の目的

・フェリー利用者が減少、フェリーサービスの縮小（減便、
値上げ）が心配

↓

・フェリー交通の撤廃（架橋は非現実的）

島民のとっては、最も不利益な状況

・持続可能（末長い）なフェリー交通の模索・持続可能（末長い）なフェリー交通の模索

1)フェリー会社の危機意識（チャンス）

2)島民の皆様の理解（→少々の我慢）

3)広島商船がお手伝い（おせっかいかもしれませんが）

フェリー利用者のアンケート調査

フェリー会社へのヒアリング調査 をもとに分析
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O社（竹原－白水）

・所要時間 約30分

１日 16便
（6:00～21:00）6:00 21:00

・運行間隔 約１時間

・料金

旅 客：340円

乗用車：2,560円
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利用者のフェリーに対する意識調査

平日と休日の2回実施

平 日 休 日

実施日 2008年12月26日
（金曜日）

2009年12月20日
（日曜日）

対象便 7～9時の4便 7～9時の3便
18時の1便

調査内容

①個人属性、利用頻度、利用目的

②フェリーに対する満足度

18時の1便
回収票 旅客：102票

車両：42票
旅客：78票
車両：41票
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アンケート結果（利用者属性）

・住所

・年齢

50%

23%

2%
10%

1% 13%

1%
大崎上島

竹原市

三原市

東広島市

尾道市

広島市

呉市

89%

大崎上島
竹原市
三原市
東広島市
呉市
広島市
福山市
三次市
その他

【平日】 【休日】

平日、休日ともに、60歳以上が約25%を占める。

・車両属性 0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

3m未満 3～4m 4～5m
5～6m 6～7m 7m以上

個人 会社

平日 2割 6割

休日 9割 1割

料金負担
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フェリーの利用頻度・目的

64%

17%

11%

13%

5%

18%

9%

22%

12%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

54%

26%

17%

10%

19%

11%

2%

26%

9%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

・利用頻度 ・利用目的

週3回以上 週1から2回 月5回前後

月2回程度 月１回未満

通勤・通学 仕事（営業・出張）

通院 買い物

その他

・平日は、ほぼ毎日、通勤・通学目的で利用
・休日は、月に1~2回程度、買い物などの自由目的で利用
・平日、休日ともに、通院目的（3分の2が65歳以上）が存在
・移動先は、竹原市：6割、三原市・東広島市：3割、広島市：2割
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フェリーに対する満足度（旅客）

現 行 希望条件

340円 250円

不満 満足
(Min:-2) (Max:+2)

-0.13

-0.5 -0.25 0 0.25 0.5

料金

平日

休日

60分間隔 33分間隔

始発6:35
終発21:30

－

終発22:30

-0.03

-0.06

-0.27

0.01

-0.38

料金

運航間隔

始発・終便時刻

休日
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フェリーに対する満足度（車両）

現 行 希望条件

2,560円
(乗用車）

約1,500円
(4割引）

不満 満足
(Min:-2) (Max:+2)

-0.64

-1.25

-2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

料金

平日

休日 (乗用車） (4割引）

30分間隔 －

始発6:35
終発21:30

－

終発22:30

0.38

0.05

-1.25

0.43

-0.39

運航間隔

始発・終便時刻
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コンジョイント分析

悪条件 現 状 好条件

単純な希望条件 ＝ 非現実的

料金・便数・時刻にトレードオフの関係を持たせた
シミュレーション（コンジョイント分析）

料 金
400円

(50円高）
350円

(ほぼ現状)
300円

(50円安)

便 数
10便

(80分間隔)
15便

(60分間隔)
20便

(40分間隔)

終発時間
20:30

(１時間早い)
21:30 22:30

(１時間遅い)
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要 因 水 準 効用値 重要度値 水 準 効用値 重要度値

300円 -0.59 300円 -0.64

料 金 350円 -1.12 28.42 350円 -1.29 29.60

400円 -1.78 400円 -1.93

運航間隔
10便/日 0.80

39.81

10便/日 0.71
15便/日 1.60 15便/日 1.41 34.44

コンジョイント分析の結果（旅客）

【平日】 【休日】

運航間隔
（便 数）

39.8115便/日 1.60 15便/日 1.41 34.44

20便/日 2.40 20便/日 2.12

20:30 -0.64 20:30 -0.62

終発時間 21:30 0.06 31.77 21:30 -0.09 35.97
22:30 0.58 22:30 0.58

定 数 - 2.20 - - 2.43

ピアソンの相関係数 0.995 0.993
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要 因 水 準 効用値 重要度値 水 準 効用値 重要度値

2割安 -1.03 2割安 -1.01

料 金 現行 -2.05 46.62 現行 -2.03 43.46
2割高 -3.07 2割高 -3.04

運航間隔
20便/日 0.65

30.56

20便/日 0.65
30便/日 1.31 30便/日 1.31 27.47

コンジョイント分析の結果（車両）

【平日】 【休日】

運航間隔
（便 数）

30.5630便/日 1.31 30便/日 1.31 27.47

40便/日 1.96 40便/日 1.96

20:30 -0.42 20:30 -0.42

終発時間 21:30 0.11 22.82 21:30 0.11 29.08

22:30 0.32 22:30 0.32

定 数 - 3.37 - - 2.43

ピアソンの相関係数 0.991 0.990
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コンジョイント分析
によるシミュレーション（旅客）

ケース1）平日：運航間隔（便数）を重要視
→ 便数を増やして、料金を高くする
（20便/日（5便増）、400円（50円値上げ））

現状 ケース1)

現状）料金：350円，便数：15便/日，終便：21:30

現状 ケース1)
効用値 2.74 2.88

ケース2）休日：最終便の時刻を重要視
→ 最終便を遅くして、料金を高くする
（22:30（1時間遅く）、400円（50円値上げ））

現状 ケース2)
効用値 2.46 2.492012/9/21 19



フェリーの運航改善方策の提案と検証

1）港の集約化と運行ダイヤの見直し

旅客の希望する30分間隔を

実現するためには、

島側の港（白水港と垂水港）

今後の課題

島側の港（白水港と垂水港）

を集約することが望まれる。

2) 車両料金の社会実験

・車両定期の導入

・高頻度割引、時間帯割引

・付加価値（買い物割引）

2012/9/21 20



今後の課題（その２）

• 別航路の調査も実施予定。

• 他の交通機関との連係強化を検証する。
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行政（国,自治体）

運航事業者住民

・交流人口増加（観光、産業）
・サポート（港、交通連携）
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・少しの我慢
・愛着

・情報公開
・利用者との歩み寄り
（島民割引）

シンボルとして支え
る仕組み



神石高原町
面積 381.81km²
人口 9,973人
人口密度 26人/km²
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大崎上島町
面積 43.30km²
人口 8,186人
人口密度 189人/km²



おと姫バスの概要②



「おと姫バス」の概要③

• 路線数 ： ４路線

• 便数 ： 最も便数が多い路線で６便/日
• 料金 ： 200円（乗り継ぐ際は100円）• 料金 ： 200円（乗り継ぐ際は100円）
• 利用者数 ： 約75人/日（土曜以外）

約112.6/日（土曜日）
• 運行コスト ： 約2,400万円/年
• 運行収入 ： 約600万円/年
• 税金の投入額 ：約1,850万円/年（2008年度）



おと姫バスの島への貢献度

42%

28%

28%

36%

41%

41%

8%

15%

15%

10%

12%

12%

3%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者・障害者のための交通手段

公共施設・病院への交通手段

買い物の交通手段

25%

18%

18%

19%

11%

5%

5%

32%

30%

32%

32%

25%

18%

10%

10%

42%

24%

21%

25%

16%

35%

22%

19%

13%

13%

19%

18%

23%

22%

38%

37%

9%

7%

10%

7%

16%

14%

25%

30%

5%

島のイメージアップ

高齢者などの送迎の負担軽減

島の活性化

通勤・通学の交通手段

環境の改善

観光客の交通手段

自動車の減少

総合的に島への貢献

貢献していると思う 少しそう思う どちらでもない あまりそう思わない 貢献していると思わない



おと姫バスの必要性

不必要
9%

必要
91%



「航路は道路なり」

道路特定財源（5兆6102億円,2007年）
補助航路に対する予算確保
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研 究 成 果
説明図

1．研究目的：大崎上島島民の外出時に役に立つ様々な情報を提供するためのシステム “ しまナビ ” の開発

2 ．研究開発の成果
本システムでは施設に設置するタッチパネル端末と交通機関に設置するＧＰＳや電子掲示板を有機的に連携し、主に以下
の2点を実現した。
1)交通機関に関するリアルタイムな情報を簡易に取得、2)島内のイベント情報、施設の情報（休日当番医など）の提示

3 ．研究成果の社会的意義・社会への波及効果
高齢者の方が、本システムの利用ニーズが高く（図-1,2）、1)過疎地域における交通弱者のサポート、2)過疎交通の満足度
や利便性の向上による利用客の増加、3)既設インフラ（光ファイバ網）の有効活用、といった観点から本システムは評価で
きる。
更に、1)高齢者が明るく元気なまちづくり、2)島内コミュニティの活性化、3)観光客の増加による地域経済の活性化、の波
及効果も期待される。

大崎上島のお出かけ案内システム “ しまナビ ” の開
発

終了報告書 様式4

コミュニティ情報

・地域のイベント情報

光ファイバ網による
連携

タッチパネル端
末

15

図-１ 利用の有無（非高齢者・高
齢者別）

タッチパネル端
末

タッチパネル端
末

・集会情報など

施設情報

・休日当番医

・スーパーの安売り情報な
ど

バスの運行情報

・バスの位置情報 ・乗り継ぎ情
報

おと姫バス内の電子掲示
板

おと姫バ
ス

大 崎 上 島

フェリー乗り場

情報プラザ

役場前バス停

図-２ 情報提供してほしい内容（非高齢者・高齢
者別）



運航改善方策の提案と回答

S社を対象に実施（今年実施）

1)車両定期の導入（フェリー会社）

2)旅客船の導入（フェリー会社）2)旅客船の導入（フェリー会社）

3)終便の時間の延長（フェリー会社）

4)フェリーへの路線バスの乗り入れ（運輸局）

5)島民割引（利用者へのアンケート）



1)車両定期の導入（フェリー会社）

＜メリット＞
・フェリー会社の固定収入
・利用者の料金負担減（ただし、30,000円前後）

＜フェリー会社の回答＞＜フェリー会社の回答＞
・積み残しの心配
・定期の割引率が4割引き
往復5,000円×30日×6割=90,000円

30,000円とはかけ離れている。



2)車両定期の導入（フェリー会社）

＜メリット＞
・旅客の運航間隔の不満解消

（短い運航時間、高頻度輸送）
・フェリー会社の人件費抑制

＜フェリー会社の回答＞
・新造船の資金問題
・フェリー交通の売り上げの大半が車

（主な収入源の確保）



3)終便の時間の延長（フェリー会社）

＜メリット＞
・終便に対する不満解消
・島民の定住効果（通勤圏の拡大）

＜フェリー会社の回答＞＜フェリー会社の回答＞
・現状でも 21:30竹原発の便は、赤字。
・船員の人件費をカバーしきれない



4)フェリーへの路線バスの乗り入れ（運輸局）

フェリー会社（S社が強く希望）

＜メリット＞
・島内から路線バスに乗ったまま、竹原、東広島
に行ける（高齢者の買い物、通院サポート）

・広島などから、バスに乗って、島内の自宅周辺・広島などから、バスに乗って、島内の自宅周辺
で下車できる（通勤が楽→通勤圏の拡大）

＜運輸局の回答＞
・乗客がバスに乗ったままは不可能（火災の危険）

S社の意見：バスを乗せることは検討したい



5)島民割引（利用者へのアンケート実施）

島民限定のサービス

1 13１割引き増えな

い

【旅客】 【車両】

2

7

13

15

13

7

3

2

２割引き

３割引き

半額

１０００円

増える 増えない

増える
61%

どちら

ともい

えない
33%

い
6%



交通の利便性を向上させると、
過疎化の歯止めに効果があるか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30歳以下

～フェリーで実施したアンケートの結果より～

30歳以下

31歳-59歳

60歳以上

効果がある

やや効果がある

どちらでもない

あまり効果がない

効果はない



今後の課題

• 他の交通機関との連係強化を検証する。

• 島民に対する説明会の実施（相互理解）

• O社とS社の連携（広島商船の役割）

• 島民割引の検証• 島民割引の検証
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フェリーの運航改善方策

代船
（船サイズの縮小）

運航スケジュール
長い（船が少ない）

プラン２

長い（船が少ない）
短い（船が多い）

料金の値下げ
プラン１

プラン１：利用者増⇒売り上げ低下
プラン２：コスト減

運航管理者
×
○



車両

車両の大きさ

46%

33%

0%

7%
5%

2%
0%5%2%

0%

3m未満
3～4m
4～5m
5～6m
6～7m
7～8m
8～9m
9～10m
10～11m
11～12m11～12m

支払い方法

26%

64%

10%

自分

会社

それ以外



性別

69%

31%

男性

女性

定期乗船券

51%
49%

持っている

持っていない

年齢

10%

13%

22%

18%

16%

12%

8% 1%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

行く場所
7%

25%

5%

37%

5%

12%

9%
大崎

東野

木江

竹原市

三原市

東広島市

広島市



利用目的
旅客

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白水→竹原

竹原→白水

通勤・通学 帰宅・帰省 仕事（営業・出張）

習い事・塾 通院 買い物

食事 知人宅 その他食事 知人宅 その他

車両
0% 20% 40% 60% 80% 100%

白水→竹原

竹原→白水

通勤・通学 帰宅・帰省 仕事（営業・出張）

習い事・塾 通院 買い物

食事 知人宅 その他



料金満足度
0% 20% 40% 60% 80% 100%

白水→竹原

竹原→白水

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

時刻満足度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白水→竹原

竹原→白水

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

運航間隔満足度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

白水→竹原

竹原→白水

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満



全国平均

6～7便



人口増

人口減



平日と休日の比較（車両）

時刻満足度

平日

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休日

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満



問題１）島国日本、島の数は？

島を取り巻く環境

答え）6,852島
本州、北海道、四国、九州、沖縄を除く6,847島が離島

問題２）人が住んでいる有人離島の数は？

答え）261島
有人離島が離島振興法による離島振興対策実施地域



フェリー会社へのヒアリング

フェリー交通が持続可能となるための

改善プラン（基本路線はコストダウン）

1)フェリーサイズの縮小化

（2008年9月実施）

利用者のニーズは満たすのが大前提

（顧客満足の低下はNG）

1)

2)運行ダイヤの見直し（減便）



フェリーサイズの縮小の検討

現行のフェリーサイズ

旅客定員 300人
積載車量 30～40台

実際には多くても旅客は100人程度実際には多くても旅客は100人程度
→ 車両をベースにサイズの縮小を検討

計算方法

各便の車両台数のデータを利用（O社提供）
積み残しの危険性を低下させるため、

平均に安全係数（2σ）を追加する
μ+２σ （式－1）

6:35 7:45 9:00 9:55 10:10
426 418 570 490 455
358 530 673 485 424
434 537 677 532 473
312 415 565 477 393
334 457 552 413 368
338 502 622 455 467
392 524 562 390 399
470 501 595 463 426
384 445 553 400 381
340 423 595 387 384



各便の平均利用台数（白水発）

0

10

20

30

40

シミュレーション結果

現行サイズ

縮小サイズ

約半数のフェリーが
縮小可能6:00 7:10 8:15 9:35 10:30 12:20 13:30 14:35 16:15 17:05 17:25 18:10 20:00

各便の平均利用台数（竹原発）

0

10

20

30

40

6:35 7:45 9:00 9:55 10:10 11:45 12:55 14:00 15:45 16:50 17:40 18:45 20:30

縮小可能

注）サイズは3分の2に縮小


